
 

 

 

 

 

 

 

 

ご 挨 拶 

 

場 長 早 瀬 賢 司 
 

本年４月１日付けで場長

に命じられました。よろしく

お願いいたします。 

 内水面漁業は、河川・湖沼

を通じて淡水魚介類の供給

はもとより、遊漁等レクリエ

ーションや交流・学習の場を

提供するなどの多面的機能も担っています。しかし、

近年は河川遊漁者の減少や高齢化、内水面漁業を支

える漁協の経営基盤の弱体化など問題は山積みで

す。河川遊漁者の増加を図るためには、資源の増大、

外来魚やカワウ対策、河川漁場の効率的な利用、河

川環境の改善などをともに進める必要があります。 

 また、本県が発祥の錦鯉養殖業は、国内消費が不

振のため、輸出に大きく依存しており、国内需要の

掘り起こしや新規の輸出先開拓、魚病対策などを行

っていく必要があります。さらに、販売不振が続く

サケ・マス養殖業では、観光業と結びついて食料生

産の役割を担っていく必要があると考えています。 

  内水面水産試験場として、このような課題を解決

のために次のような取り組みをしています。 

 ① アユの流域による不良漁場の回復技術開発や

カワウによる捕食被害の低減、外来魚の効果的な駆

除技術開発等の調査研究を進めています。 

 ② 錦鯉発祥の地である新潟の産地を支援するた

めに、錦鯉の全雌生産技術開発や新しい品種の錦鯉

作りに取り組んでいます。また、当場で開発して地

域特産種として普及を図っている「魚沼美雪ます」

の更なる品質向上を目指した技術開発やこれに続く

新しいマス作りも、進めています。 

 ③ 魚病対策技術では、治療が困難になっている錦

鯉の新穴あき病などの防疫、予防の技術開発に取り

組んでいます。また、KHV病のまん延防止対策も行

っています。 

 困難な課題ではありますが、大学、他の研究機関、

業界団体と連携しながら取り組んで参ります。今後

とも、内水面水産試験場の調査、研究にご支援・ご

協力を賜りますようお願いいたします。

 
 
 
 
 
 
 
 

新潟県内水面水産試験場 
 〒940-1137 長岡市大川原町 2650 番地 
 TEL 0258-22-2101(代) FAX 0258-22-3398 
 E-mail : ngt068150@pref.niigata.lg.jp 
 URL : http://www.pref.niigata.lg.jp/naisuimen/ 

魚沼支場 
 〒946-0036 魚沼市岡新田 29-1 
 TEL 025-792-0672 FAX 025-792-8016 
 E-mail : ngt068153@pref.niigata.lg.jp 

第４７号 

（平成２５年７月１８日発行）

             土用の丑といえばウナギの蒲焼ですが、そのウナギが大変なことになっている 

            ようです。ウナギの養殖は河川に遡上してくる稚魚（シラスウナギ）を採って、 

            養殖場で育てていますが、このところ毎年のようにシラスウナギの不漁がニュー

スになっています。また環境省で絶滅危惧種に指定されるなど、まさに風前の灯といった感があります。 

これほど減ってしまった原因については、乱獲や河川環境の悪化などが考えられていますが、他の魚につ

いても他人事（他魚事？）とは思えません。県内でも絶滅が心配される魚など出てこないよう、適切な資源

の管理や生息環境の保全に努めていかなければならないと思います。（Ｓ．Ｋ生） 

 水声魚語 
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新潟県のカワウの現状について 

 

資源課 主任研究員 前 雄 介 
 

近年、サル、シカ、クマなどによる陸上の農作物の

鳥獣被害が多く報告されるようになっていますが、世

間ではまだあまり取り上げられていない注意すべき生

き物がいます。カワウという鳥です。カワウは、カツ

オドリ目ウ科に属する水鳥の一種で日本全国に分布し

ています。大きさは80～90cm、体重は1.5～2.5kgにな

る比較的大型の鳥です（図１）。成鳥は１日に約 500g

もの魚を食べるとされており、全国の河川で在来魚や

放流したアユなどが食害に遭うという問題が発生して

います。新潟県においても、 

中越地方の山間部で盛ん

な錦鯉の養殖や魚沼地方

のニジマス養殖などで被

害が出ています。しかし、

このカワウによる被害は、

いつ頃から目立つように

なったのでしょうか。 

 図１ カワウ（成鳥）  カワウは昔から日本に生 
（写真提供：藤田達也氏） 息する在来種です。とこ

ろが高度経済成長期の環境の悪化によって個体数が

激減し、1970 年代初等には全国で 3000 羽程度まで

減少しました。新潟県でもしばらくその姿は確認さ

れませんでしたが、2001 年に長岡市において２つの

巣が確認されて以降、急激に個体数が増加し、2007

年には 1300 羽を越えるまでに増加しました。カワウ

はコロニーと呼ばれる集

団繁殖地を形成します。県

内では十日町市の河畔林

に県下最大のコロニーが

形成され、これを中心にカ

ワウの行動範囲とされる

半径 30km圏内での被害が

多く見られていました。カ

ワウはとても賢く慎重な

生き物で、人間がむやみに 

図２ドライアイス作業   追い払いを行うと別の場 

(長岡技大・山本助教)  所に新たな巣を作ります。 

したがって銃器による単純な駆除ではその数を減ら

すことは難しく、繁殖をうまく抑制することで数を

調節する「個体数管理」を行うことが重要です。こ

の十日町市のコロニーでは 2008 年から長岡技術科

学大学の山本助教が中心となってドライアイスを用

いたカワウの繁殖抑制を実施しています（図２）。カ

ワウの繁殖を止めるには、卵が産まれないようにす

る必要がありますが、巣から卵を単純に取り出した

だけでは、新しい卵を産み足されてしまいます。そ

こで巣に生んだ卵に 200～300g 程度のドライアイス

を投入し、カワウの卵を急冷することで「生まれな

い卵」にします（図３）。こうすることでカワウ全 

図３ ドライアイスを投入したカワウの巣 

 

体のふ化率が減少し、個体数の増加を抑えることが

できます。2008 年から開始した繁殖抑制によって、

最大 1200 羽ちかくいた十日町のカワウは、2013 年

現在で 240 羽程度まで抑制することに成功しました。 

 内水面水産試験場でもカワウ被害による問い合わ

せ等が増加してきたことから、長岡技術科学大学が

行う繁殖抑制作業等への協力や、2011 年度から河川

におけるアユ等の隠れ家創出技術開発として「粗朶

沈床」の機能調査を行っています。近年カワウは中・

下越地方で増加傾向にあり、対策には市町村の枠を

越えた広域的な対応が必要になってきています。 

「昔はいなかった大きな黒い鳥を最近見るように

なった」場合は、要注意です！その際は内水面水産

試験場までご一報願います。
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薬を正しく使いましょう！ 

～ニシキゴイの新穴あき病を例として～ 

病理環境課長 兵 藤 則 行 
 

 増養殖における細菌性疾病の対策として、さまざ

まな抗菌剤が使用されています。食用となる魚介類

での医薬品の使用については、本誌第 44 号に「サ

ケ・マス類及びアユにおける水産医薬品の適正使用」

として掲載しました。当然のことながら、消費者の

安全のために、法律（薬事法及び農林水産省令）を

遵守して使用しなければなりません。観賞魚はこの

法律の対象外となっていますが、正しく医薬品を使

用しなければならないことは言うまでもありません。

誤った使い方は、効果がないばかりか、耐性菌の出

現を許すことになってしまうからです。 

 本稿では、ニシキゴイの新穴あき病を例にして、

薬の使い方の基本を紹介します。 

１ 早期発見・早期治療 

 どんな疾病にも当てはまりますが、新穴あき病も

早期発見が大切です。この疾病は、「鱗一枚程度の発

赤、充血や鰭の先端部の出血、充血」等の初期症状

を示すことが多く、この段階で処置を始めると、よ

り有効です。コイの体内の菌濃度が増え、いわゆる 

‘穴’があいてからの治療では、十分な成果が上げ

られません。実験的にも、低濃度で感染させた場合、

有効だった薬剤でも、高濃度では無効となることが

確かめられており、早期治療の有効性が裏付けられ

ています。 

２ 適切な投薬 

不適切な投薬や、乱用は、耐性菌を出現させる原

因となります。ここでは、適切な治療を行うための、

経口投与の基本を紹介します。 

１）どんな薬が有効か 

 本疾病の病原菌は薬剤耐性を示すことが多いので

すが、フロルフェニコール(商品名：アクアフェン等)

に対して耐性となっている菌は確認されておらず、

これをお勧めしています（ただし乱用すれば、耐性

となります）。 

２）薬の投与量を正しく 

経口投与における投薬量は「魚体重１kgあたりの

薬剤量」で決められます。このため、飼育している 

図１ 薬剤投与量を減らした場合の生残率の変化 

 

コイの総重量が正確に把握できていないと、間違っ

た投薬量になってしまいます。たとえば、平均１kg

のコイが 100 尾いると思って投薬量を計算したら、

実際には平均1.4kgのコイが140尾だったとします。

この場合、約半分の量の薬しか与えていないことに

なります。新穴あき病に感染させたニシキゴイに、

アクアフェンの投与量を変えた場合の生残率を図１

に示しました。当然のことながら、投与量が規定量

より少なければ、効果は低くなります。 

３）５日間、連続して投与する 

 投薬は、毎日連続して５日間与えるのが原則です。

５日間に満たなければ効果は低いですし、また、途

中で間隔を開けると、耐性菌を生み出す原因となり

ます。 

４）餌の量を通常の 60～70％に減らす 

給餌量が多すぎると魚群が全量摂取できなかった

り、摂取しても消化管で未吸収のまま排泄される場

合もあるとされています。通常の給餌量の 60～70％

に減らした餌に、薬を添加してください。 

５）丁寧に投与する 

 同じ池の中に餌食いのよいコイと悪いコイが混在

していることが多く、後者の体内に規定量の薬が入

りにくくなりがちです。できるだけ丁寧に投餌し、

すべての魚に均一に行き渡るよう、心がけてくださ

い。 
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魚沼美雪ますの色揚げ方法の改良 

 

魚沼支場 専門研究員 佐 藤 修 
 

(１)はじめに  

 「魚沼美雪ます」は、地域ブランドとして認知度、

生産量とも上がってきていますが、品質や生産コス

トの点で課題が残っています。魚沼美雪ますをはじ

め、大型ます類は身色を赤く色揚げすることが必要

であり、アスタキサンチン等の合成色素が添加され

た飼料を通常使用しています。これら合成色素は健

康上、問題はないとされていますが、近年の自然志

向から、天然原料の色揚げ材の使用で、付加価値向

上ができないかと考えています。そこで、魚沼美雪

ますに従来の合成色素を添加させた飼料と天然原料

の色揚げ材を添加させた飼料を与え、成長、肉色お

よび飼料コストの比較試験を行いました。 

(２)方法 

  飼料は、色揚げ材を含まない市販配合飼料を①対

照区に、②市販色揚区（色揚げ材を含んだ市販配合

飼料）、③酵母区（①にファフィア酵母３％、展着

材としてグアガム２％に少量の水を添加）、④混合

飼料区（①に市販の色揚げ用混合飼料３％と少量の

水を添加）を与えました。④の混合飼料はパラコッ

カス菌体末とマリーゴールド抽出物が原料です。 

  供試魚は各区 10尾(平均体重 753.9～756.7g)とし、

FRP 製１トン円形水槽で 225 日間、育成管理しまし

た。給餌は１日１回、月～金曜日の平日に行い、給

餌量は試験開始時体重の１％から徐々に増やし、５

分程度で食べきる量としました。 

 試験期間中に死亡や成長不良個体がありましたの

 

図３ サーモファンによる肉色の比較 

（図中の白抜き数字は測定数、エラーバー：標準偏差） 

図４ Web カラーと肉色の比較 

（図中の下部の色スケールがサーモファン） 

 

で、これらは試験終了時の測定から除外しました。 

(３)成長の比較 

 試験終了時の平均体重は最小④混合飼料区 1599g

～最大②市販色揚区 1798.8g と若干の開きがあるも

のの有意差はなく、肥満度も最小④混合飼料区 20.2

～最大②市販色揚区22.4と有意差はありませんでし

た。 

(４)肉色の比較 

肉色は SalmoFanTM Lineal（以下、サーモファン）で 

背鰭後方下部を測定しました。肉色測定の平均値は 

①対照区で 20.6、②市販色揚区で 30.9、③酵母区で

28.0、④混合飼料区で 25.9 となり、②市販色揚区と

③酵母区は出荷基準の 27 を上回りました。①対照区

に対し各区とも有意差があり（Steel 法）、全群比較

（Steel-Dwass 法）では②市販色揚区が他区に比べ、

有意に高い値となりました(図３および４)。 

(５)飼料コストの比較 

飼料コストは①対照区（安価）＜②市販色揚区＜

④混合飼料区＜③酵母区（高価）となりました。し

かし、③酵母区は通常色揚げ飼料の３～４倍のアス

タキサンチン量をペレット外部に展着させており、

あらかじめ混合しペレット化することで添加量・コ

ストを抑えることも期待できます。また、通常法で

色揚げされた身色は、いわゆるサーモンピンクより

オレンジ色に近く（図４）、天然原料の色揚げ材の

使用や、ます本来の肉色を再現することでブランド

力の向上につながればと考えています。
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観賞魚育種シンポジウムに参加して 

 

資源課長 佐 藤 将 
 

 昨秋（H24.11.3）、水産育種研究会主催の観賞魚育

種シンポジウムが、キンギョ養殖で名高い愛知県弥

富市で開催されました。これは水産育種研究会観賞

魚部会・岡本信明部会長（東京海洋大学学長）の呼

びかけによるもので、観賞魚を研究に用いている研

究者と観賞魚生産業者、愛好家との連携強化や情報

交換の場を設けようという趣旨から、今回初めて開

催されました。当場もニシキゴイ研究を主とする日

本で唯一(?)の研究機関でありますので、話題提供さ

せていただきました。当時は魚沼支場の研究員でし

たが、ニシキゴイ研究に長く携わっていたことから、

当場から私が参加することとなりました。 

 たいした広報がなかったのにも関わらず、当日は

研究者だけでなく、生産者、愛好家と多くの参加者

（44名）が集まりました。シンポジウムは二部構成

で、第一部は大学等での観賞魚研究、第二部は我々

のような県の研究機関や生産現場での取り組みにつ

いて話題提供がありました。 

 ニシキゴイ関係では、当場の育種研究についてま

とめた「新潟県におけるニシキゴイ育種の取り組み」

のほか、福山大学の谷口順彦教授からは「ニシキゴ

イの親魚管理と育種戦略」と題して、高知大学・東

北大学在籍中に研究された新潟県のニシキゴイ親魚

の遺伝的多様性調査について、長岡市・松田養鯉場

の杉本俊輔氏からは「民間養魚場における品種改良

の取り組み」として、ニシキゴイの観賞点の解説や

新品種開発の話題、埼玉県水産研究所の田中深貴男

氏からは「観賞魚育種の取組（埼玉県）」として、ヒ

レナガニシキゴイの開発などが発表されました。そ

のほかの話題など、詳しくは「水産育種第 42巻２号」

をご覧ください（当場にあります）。 

 キンギョ産地での開催ということで、ニシキゴイ

に対する質問等が少なめだったのは少し残念でした

が、全体的には質疑が活発で、特にシンポジウムの

最後に設けられた総合討論では、予定終了時刻を上

回るほど熱が入りました。 

 常々、国内のニシキゴイ研究者の少なさを憂えて

いた私ですが、観賞魚に関わる研究者が多く集まっ

たことや、生産者や愛好家との意見交換などを通し、

今後の連携に期待が持て、勇気づけられました。 

 具体的な日程は未定ですが、このようなシンポジ

ウムを継続して開催する方向のようですので、いつ

かニシキゴイ産地である新潟県での開催もあるかも

しれません。そのときは大勢のニシキゴイ生産者の

方からもお集まりいただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近鉄弥富駅にて 

 

 会議報告  

「第 15 回全国観賞魚養殖技術連絡会議」      日時  平成 24 年 11 月 13 日 13 時 30 分～ 

                         場所  長岡市 「アオーレ長岡」 

 全国観賞魚養殖技術連絡会議は、観賞魚養殖業を抱える県の担当者が集まり

情報交換を行っています。会員県の持ち回り開催で､平成 24 年度は新潟県での

開催となりました。会議では、東北大学の中嶋正道准教授から「品種改良と近

親交配 –改良と防除のジレンマ- 」と題した講演をいただいたほか、会議翌日

は小千谷市の和泉屋養鯉場さんの越冬施設を見学させていただきました。

5 



 研修会報告   ※平成 24 年 4月～平成 25 年 6月（講師の所属・職名は当時のもの） 

 

「JAおぢや養鯉部会青年部勉強会」 

  開 催 日  平成 24 年７月 10 日 

  場  所  小千谷市 グリーンパーク 

  講  師  的山央人 主任研究員 

  講演内容  穴あき病の治療と予防についての 

試験結果及び薬剤耐性の近年傾向 

 

 

「新潟県広域調整協議会増殖技術者研修会」 

  開 催 日  平成 24 年９月４日 

  場  所  新潟市 新潟東映ホテル 

  講  師  兵藤則行 病理環境課長 

  講演内容  さけますふ化場における防疫体制

の強化の必要性と防疫の基本 

 

 

「新潟大学農学部講義 新潟の農業」 

  開 催 日  平成 25 年１月 17 日 

  場  所  新潟市 新潟大学農学部 

  講  師  佐藤 将 専門研究員 

  講演内容  ニシキゴイの改良と生産 

 

 

 

「錦鯉飼育士養成講座」 

  開 催 日  平成 25 年２月 27 日 

  場  所  東京都 東京流通センター 

  講  師  兵藤則行 病理環境課長 

  講演内容  ニシキゴイ養殖における魚病対策 

        特に KHV 病と穴あき病の対策 

 

 

 

 内水面水産試験場一般公開のお知らせ  

 

ふれあい開放デー 

7 月 2７日（土）10 時～15 時 

小学生！親子連れ！大歓迎！！ 
○当試験場では一般公開を開催します。 

○開催日時 平成 25 年 7月 27 日(土) 10 時～15時 ※入場無料・申込み不要 

○会  場 長岡市大川原 2650 新潟県内水面水産試験場（下記地図参照） 

○主な内容 「魚や水辺の遊びの体験コーナー」 

       …金魚すくい体験・小魚釣り体験・にしきごい選別体験・タッチプール 

      「魚や川を知るコーナー」 

       …おさかなクイズ、水の中の生き物観察、外来魚・カワウ問題の紹介 

      「試験場の研究成果の紹介」 

       …内水面水産試験場で開発した魚沼美雪ますの紹介などパネル展示 

 

 

みて、ふれて、 

淡水魚を知ろう！ 
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